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 (６枚中の１枚目) 

※問題は全部で２問あります。解答用紙に、問題別に解答しなさい。 

 

問題１ 次の文章を読んで、あとの問いに日本語で答えなさい。 

 

音調や身づくろいなどがコミュニケーションに占める比重は非常に大きい。 

人が病気から回復する時にはそれがさらに大きくなる。言葉数が少なくなるのは、病み疲れもあるだろうが、

ものごとの始まりとは一般にひっそりと芽ばえるものではないだろうか。人を好きになる時も子どもの能力の成

長もそうにちがいない。精神障害者らの回復の順序がなかなか明らかにされなかったのは、言葉数が少なくなる

というためもある。 

そういう時は絵画や粘土細工が重要である。回復や進歩や行き悩みをよくわからせてくれるのは絵画や工作で

ある。それがわかると医療者にはげみができる。患者にもわかる。絵や粘土細工を添え木にして、それなしでは

ありえない豊かな言葉のやりとりができる。言語的コミュニケーションを正面とすれば、絵画や工作は側面であ

るが、正面ばかり立派で側面の貧しい建物はみせかけの建築であろう。 

教育においてはいわゆる「五（国数理社英）教科」が「正面」であり、家庭科とか図工などの「実技教科」は

側面であると見立てれば、正面ばかりの家は立っておれまい。 

私の出た中学・高校は私学だが、成績や席次を発表しなかった。大学の医学部もそうだった。自分の成績だけ

は教務課で教えてくれ、答案は朱筆を入れて返してくる。それに留年があるから、勉強はする。ただ、競争はな

く、席次を争うが留年はないという今の学校と正反対である。ピアノがうまいとかドイツ語ができるとか、スポ

ーツのスターとかが出る。総じて「実技教科」的なものが目立つようになる。 

個性を発揮できる「実技教科」は「情」を表現する。知情意というが、知も意も情の大海に浮かぶ船、中に泳

ぐ魚にすぎないと脳機能の専門家はいう。 

手を動かす作業は頭全体が参加する。「五教科」も向上するはずだが、それよりも、「できなかったら大変

だ」という脅えがつきまとう「五教科」に対して、「実技教科」は「できてうれしい場」であってほしい。 

器用不器用には天性があるので、「五教科」なみに成績を競わせたり、上手下手をあげつらうのは、せっかく

のよさがあるのにもったいない。かつて「精緻に描かれた絵とたどたどしい一本の線は哲学的に同等である」と

私は書いた。実際、患者への最高の賛辞は「できましたね」と感情を込めて達成を支持することであった。達成

の意味が教育では少し違うかもしれないが、達成自体を肯定すること自体がもっとも大きな教育的メッセージで

あるのは、少年少女でも同じだろう。格差が支配するところには真のコミュニケーションはないのである。 

 

 

中井久夫 2008 『日時計の影』みすず書房 pp. 161-163 より抜粋。 

（なお、縦書きの原典を横書きに変更した。）  

（問題文は、著書の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下の通りです。） 
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 (６枚中の２枚目) 
 

問１ 問題文はあなたが志望する学科目の教育に対してどのような示唆を与えるか、あなたの考えを 200字以内

で述べなさい。 

 

[解答欄] 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        100 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        200 
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 (６枚中の３枚目) 
 

問２ 問１で答えた示唆はどのように実現させられるか、あなたの考えを 400字以内で述べなさい。 

 

[解答欄] 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        100 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        200 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        300 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        400 
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問題２ 次の文章を読んで、あとの問いに日本語で答えなさい。 

 

幽霊のように、いま、この時代にいちばん必要なこととして、流通している言葉がある。 

「絆」 

だれがだれに向けて呼びかけている言葉なのか、わたしにはよくわからない。そうした「呼びかけ」の言

葉をまわりで耳にしたこともない。とすると、東北の被災地へボランティアに駆けつける人びとのモチベー

ションを上げるための言葉なのだろうか。あるいは、このたびの震災を機に、日々の暮らしのなかで「つな

がり」の大切さを痛感した人びとが、それをまわりの人たちに訴えるときの合い言葉なのだろうか。わたし

には、何が具体的に必要かがくっきり見えているときに、人びとのあいだでそのような比喩の言葉を必要と

するとは思えないのだが。 

 比喩というのは、「絆」がもともと「馬・犬・鷹など、動物をつなぎとめる綱」（広辞苑）を意味する言葉

だからである。「絆」とは「つながり」というよりも、むしろ何かを繋縛するものであることは、いまはさ

ておく。じっさい、「格差」を強く意識させられ、孤立のなかで貧困に向きあっている人たちは、それに抗

う言葉を発しこそすれ、「絆」の回復を、とは口にしはしないだろう。 

 とすれば、「絆」は、政党団体や慈善団体をもふくめ、報道メディアや出版界など言論を生業とする人た

ちのあいだで流通している言葉のようにおもえてならない。「つながり」を否定する人はいないから、だれ

も表だって反対できない匿名の言葉として流通しているだけのようにおもえてならないのだ。 

 たしかに、「絆」という言葉の裏には、「多様性」というもう一つの流通語が空疎に響くだけに終わったと

いう苦い認識があるのだろう。この認識について、かつて平川克美は、「多様というよりは、個々の欲望の

目先が細分化し、お互いがお互いを参照する必要のないところで自己決定、自己実現しようともがいている

光景」、つまりは「ひとりひとりが、分割されて、お互いに交通することをしなくなるということを称して、

『多様性の時代』と言うなら、それは人間の本質的な多様性というものの価値を断念した時代という他はな

い」と書いた。 

おもえば、戦後の高度成長期、わたしたちが生活の向上をめがけているときは、「3 種の神器」に象徴さ

れるように、人びとの欲望は画一的であった。1950 年代後半にはテレビ、洗濯機、冷蔵庫が、60 年代半ば

にはカラーテレビ、クーラー、自動車という 3C が、庶民の合い言葉となっていた。それが、少なくとも主

観的には「1 億総中流」としてある程度達成されると、逆に欲望のかたちはばらけてくる。「豊かな」生活

のなかで人びとの嗜好は多様化してくる。幸福の記号やメニューが増えてくるのである。が、その「多様性」

が、平川の指摘したように「欲望の細分化」でしかなかったこと、ひいては人びとのあいだの交通の遮断、

つまりは分断の深化であったことは、おそらくまちがいない。 

 だからこそ人びとのあいだに「絆」を、というわけなのだろうが、いま必要なのは、「絆」というイメー

ジの言語でその分断に被いをかけることではなく、むしろその分断の、ひいては「格差」の認識を、さらに

深めることではないのだろうか。他者とのあいだに厳然と存在する溝の深さをさらに細部にわたって知る

こと、これは痛い認識である。けれどもそれを通してしか、ほんとうに必要なものは見えてこない。痛みを

「分かちもつ」ことはその先にしかありえないとおもう。「絆」という言葉の被いは、多様性の前提となる

差異の存在を覆い隠すものになってはならない。 

 

鷲田清一 2016 『人生はいつもちぐはぐ』KADOKAWA pp. 262-264 より抜粋。 

（なお、原文の一部を改変した。また、縦書きの原典を横書きに変更し、漢数字を算用数字に置き換えた。） 

 

 

  

（問題文は、著書の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は以下の通りです。） 
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 (６枚中の５枚目) 

問 下線部中の「ほんとうに必要なもの」とは何か、前後の文脈を念頭に置き、例をあげながら、あなたの

考えを 600 字以内で述べなさい。 

 

[解答欄] 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        100 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        200 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        300 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        400 
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 (６枚中の６枚目) 

[解答欄] 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        500 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                        600 

 
 




